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村井 正信 ･古川 敏紀
(筑波大 ･基礎医学系)
後藤 俊二 (京大 ･霊長研)
過去の.詔在村における各柾眼底拍彫法の検討と.その
結果得られたEi投瑚･苅拭対各班の眼底像の比較の一連
の実験として.今咋皮は indocyaningreen(ICG)注入
による赤外線吸光眼底投彫.赤外線位光眼底損鰍 こつき.
Macacafuscataruscata,M.ruscatayakuiを対象とし
てまず試みた｡後者は虎斑様旧店群であろ｡用いた filter
は KW 12,29,cc20M,F･ND0.2,0.3,0.4,0.7,1.0,
1･5,F-BPB60のいずれもゲラチンフィルターである｡
投彫は散瞳処理後,粥相川眼底カメラ (コ-ワRCII)
によった｡この条件下では皿7;†眼底のニホンザルで ND
O･7装着.CC-20M 荘石下で適正かつ視神経乳頭露出も
正符な像を打た｡ICGは 0.5%,3mg/kgB.W.以上を
1秒間静脈投与をよしとした｡以上の結果,ならびに前
年度までの検討結果にもとづき.各種霊長茄の眼底拍群
像を収災するとともに.Toxoplasma抗体調盃をSabin･
Fddman法に準拠して行った (Kobayashietal.1968).
対公としたのは,原猿･兵法類計 121頭である｡今年度
の田性個体は認められず,この結果.退去3年rLq285個
休に就き調査の結果を総合すると.こホンザル成体.オ
オガラゴ成体各 1例の陽性のみとなった｡国内外ともに
野生群の感染事故は意外に少ないと予想される｡人家に
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